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研究成果の概要： 

 本研究では、太平洋地域における地域統合化による制度の収束（共通化・標準化）が各国の

開発戦略と政策選択に及ぼす影響を金融資本市場と産業構造から考察した。その結果、金融市

場については制度ルールが市場構造の変化に必ずしも適応しきれていないこと、産業構造につ

いてはピースミールな政策とビジネスチャンスに導かれて、規模においても質においても他に

類を見ないほどの広く深い生産ネットワークを着実に実現していることを確認した。 
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１．研究開始当初の背景 

 
グローバル化は、WTO・IMF 体制のもとで、
モノとカネの移動だけでなく、政策運営・企
業統治などの基礎となる制度の共通化・標準
化を促しつつある。とくに、太平洋地域では
東アジアを軸に経済共同体形成が進行して
いる。 
 

 

 

２．研究の目的 

 

 アジア経済危機を契機に太平洋地域では
国際市場のリンケージの在り方が見直され
ている。そこで本研究では、このような地域
統合化による制度の収束が各国の開発戦略
と政策選択にどのような影響を及ぼすのか
を考察する。 
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３．研究の方法 
 
 国内研究会を開催するほか、内外の関連研
究者・政府機関関係者との意見交換、研究動
向など情報収集、資料およびデータ収集を実
施する。その上で、内外の関連課題研究者を
招いてワークショップを開催し、研究内容の
ステップアップと集約化のモメンタムとす
る。 
 
４．研究成果 
 

本研究の研究成果の一部は、複数の国際的
に著名な専門雑誌に掲載され、また、多数の
国際的な学会・コンファレンスで報告・討議
され、その論点とそれを支える実証結果は、
その後の研究に引用されている。また、東ア
ジア地域における地域統合化の効果につい
ては、拡大ＥＵ地域が国際比較の適切な比較
軸を与えると考えられるところから、本研究
プロジェクトは、新たに国際比較研究プロジ
ェクト「地域統合化のスピルオーバー効果と
サイクル効果：アジアと拡大ＥＵの成長と循
環」（平成 20~23 年度科研基盤研究Ｓ）とし
て受け継がれている。 
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